
   

 

  
 

「もうここには来れないと思うとさみしい」 
お母さんの４９日を終えた娘さんがあいさつに来てくれました。 
「母がいないのももちろんだけど、（スタッフの）みんなにも会えないのがさみしい」 
 
Ｔさんと初めて会ったのは平成 23 年 9 月 29 日 
歩くことができなくなり、家族はみんな仕事が忙しく通院が困難になったので呼ばれた。 
「大したことはないんだよ。痛くもないし」 
満面の笑みとはこういう笑顔をいうんだな 
玄関まで出てきて鍵を開けるだけでも一仕事だった。 
Ｔさんの定位置の椅子の横には大きめの窓があった。 
歩けない日にはそこからお邪魔。今思えば誰かに通報されてもおかしくない。 
とうとう歩くのが困難になると、居間の掃き出し窓が僕の出入り口になった。 
いろんな昔話をしてくれた 
15 歳からリヤカーを引いて稼いできたこと 
満載の荷物と子供を乗せて重いリヤカーを引いて家々や店を回っていたこと   
頼まれれば希望通りに魚をさばいてあげたこと。 
 
だんだん身動きが不自由になり、家の中を這って移動するようになった。 
物忘れが進んで、ひがみっぽくなり、家族とも言い争うようになった。 
ヘルパーさんが来ても家に入れてくれないことが何度かあり、 
娘さんは仕事の合間を縫って介護に通った。 
平成 28 年 3 月 娘さんが釧路を離れることになり、ふわりに入居した。 
車いすでふわりに来た時には混乱して感情が不安定。 
毎日怒ってた。でも毎日笑ってた。 
その屈託のない笑顔ですぐにみんなの人気者になった。 
本来の優しさ、可愛らしさが見えてくると、彼女の存在が僕らの癒しになった。 
 
初めて会った時から最後の日まで彼女は僕を「オジサン」と呼ぶ。 
娘さんに「失礼でしょ」と言われても僕はオジサンのままだった。 
ふわりに来てからの 10 年間の思い出は尽きない。いろんな場面に娘さんも一緒にいた。 
オジサン！僕を呼ぶ大きな声が今も聞こえる 
 
娘さんへ。いつでもたずねてきてください 
お母さんが紡いでくれた縁は今もしっかりつながっています   
あなたは僕らの仲間ですから
                                   （谷藤 公紀）



 

4 月より入職いたしました福島志織と申します。 

3 年前にふわりを退職しその後一度介護から離

れ、半年間の老健勤務を経てまたこちらで働か

せていただくことになりました。 

気持ちを新たにまたふわりで人と人の関わりや

個々に合ったケアの方法を学んでいきたいと考

えています。 

未熟な点が多々ありますが皆様にご指導いただ

けますと幸いです。 



 

ひなまつりといえば 

雛あられには甘酒でしょ！ 

との声があり実践☆ 

女性陣は手慣れた手つきで 

甘酒を作ってくれました★ 

 菱餅タワーは積み上げるのが

難しく練習では一度も達成でき

なかったのに本番一発成功！ 



 

デイサービス職員のオリジナルすごろくや魚釣り、季節に合わせて簡単な菜園作りにも挑
戦しています(o^—^o)☆特にすごろくでは北海道や沖縄など色々な小ネタをしこんで大好
評のゲームになっています！新しく、今年度からはご自宅に飾って頂けるようなカレンダ
ー作りにも挑戦してます始めは 4 月のカレンダーに様々な桜が沢山咲きました！ 

最後まで読んでいただき有難うございます！今

回担当することになりました鎌田です。毎日の中で

レクリエーションや行事等を通して普段はみられ

ない笑顔や得意な事を発見するたびに嬉しくなり

ます。分からないと消極的だった方がいきなり釣竿

持って誰よりも多く釣っていた時は利用者様・職員

共に驚きの大歓声でした！今年度は外出する機会

を多く企画したいと考えています。季節を堪能し昔

を思い出し、心が躍るようなそんなきっかけ作りが

出来たらいいなと職員一同試行錯誤中です。インス

タグラムにも投稿していきますのでお楽しみに！

季節の変わりです。体調崩されませぬようご自愛下

さい。 
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